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芸

術

祭

の

誕

生

毎
年
、
菊
花
の
か
お
る
季
節
に
な
る
と
、
芸
術
祭
は
恒
例
の
芸
術
祭
祝
典
で

開
幕
さ
れ
、
演
劇
、
音
楽
、
郷
踊
、
映
画
、
大
衆
芸
能
等
十
穏
目
に
わ
た
る
多

彩
な
行
亭
か
主
催
公
演
、
あ
る
い
は
参
加
公
演
の
形
で
十
月
、
十
一
月
の
二
か

月
間
に
わ
た
り
展
開
さ
汎
る
。

今
で
は
秋
の
大
き
な
行
事
と
な
っ
て
い
る
芸
術
祭
も
、
今
年
で
二
十
二
回
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

現
在
の
芸
術
祭
は

f

こ
の
二
十
二
年
間
の
麿
史
と
と
も
に
、
一
歩
一
歩
前
進

し
、
そ
の
規
模
に
捻
い
て
、
ま
た
内
容
に
お
い
て
、
発
足
当
初
の
芸
術
祭
に
く

と
ん

ら
ぶ
べ
く
も
な
い
が
、
こ
の
芸
術
祭
が
今
日
あ
る
の
は
、
敗
戦
の
あ
の
混
沌
と

し
た
人
心
と
焦
土
と
化
し
た
国
土
の
悪
条
件
を
乗
り
越
え
て
、
芸
術
祭
を
生
み

出
し
た
初
代
の
芸
術
諌
長
今
日
出
泥
氏
の
な
み
な
み
な
ら
江
い
努
力
と
勇
気
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う

e

芸

衛

祭

＾ 
十

年

今
日
出
海
氏
辻
芸
術
祭
の
着
想
当
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
お

ら
れ
る
。

『
昭
和
二
十
一
年
の
四
月
か
五
月
と
い
え
ば
、
東
京
は
焼
け
野
原
で
、
焼
け

跡
に
壕
舎
生
活
を
し
て
い
る
者
も
多
く
，
道
往
く
人
々
は
当
時
の
言
葉
で
い
え

ば
虚
脱
し
て
い
て
、
ど
こ
を
見
、
何
を
考
え
て
歩
い
て
い
る
の
か
、
心
こ
こ
に

あ
ら
ず
と
い
っ
た
眠
差
し
で
歩
い
て
い
る
の
を
見
る
と
、
胸
も
ふ
た
ぐ
思
い
が

し
た
。
自
動
車
に
乗
っ
て
い
る
人
と
い
え
ば
占
領
軍
の
軍
人
で
、
日
本
人
は
精

精
ぜ
｀
ん
そ
く
病
み
の
よ
う
な
音
を
た
て
る
木
炭
目
動
車
に
乗
っ
て
い
た
も
の

、こ。t
 

食
霜
顛
は
載
後
に
な
っ
て
一
層
激
し
く
文
部
省
の
役
人
な
ど
は
弁
当
ら
し
い

弁
当
を
食
っ
て
い
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
時
代
に
芸
術
祭
の
構
想
を
立

て
る
な
ど
は
正
気
の
沙
汰
と
は
思
え
ぬ
と
上
司
に
叱
ら
れ
る
か
と
内
心
び
く
び

く
し
て
い
た
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
訊
に
反
対
す
る
声
は
一
つ
も
あ
が
ら

ず
、
予
算
も
な
い
の
に
、
や
れ
る
も
の
な
ら
是
巽
や
っ
て
く
れ
と
去
わ
乃
唖

土

生

武

lJ 
目ハ
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然
と
も
し
た
が
、
勇
気
百
倍
し
て
、
野
辺
山
畏
楊
の
芋
を
食
い
な
か
ら

p

夜
更

け
る
ま
で
こ
の
桐
想
に
没
瞑
し
た
。

,
 
．．
 99.,•, 

．．． 
,
 

•• 

な
ぜ
芸
術
祭
を
や
ろ
う
と
考
え
こ
か
と
い
え
ば
、
日
本
の
都
市
の
大
部
分

は
焦
土
と
化
し
、
人
々
は
そ
の
日
そ
の
日
を
生
き
て
行
く
の
に
さ
え
途
方
に

暮
孔
て
い
る
有
徽
で
、
自
信
を
餃
失
し
て
い
た
か
ら
た
。
戦
争
に
敗
，
砂
衣
食

住
に
聾
渋
し
て
い
て
も
、
過
去
か
ら
引
き
揺
ぐ
文
化
的
伝
統
は
ど
ん
な
に
立
派

か
、
こ
れ
を
国
民
に
示
し
て
自
信
を
取
り
戻
す
よ
す
が
に
な
れ
ば
幸
い
と
思
っ

た
だ

ぢ
え
ら
そ
う
に
去
え
ば
、
古
典
を
匡
す
と
い
う
意
味
で
、
正
し
く
伝
統
芸
術

を
見
直
す
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。
過
去
の
文
化
的
伝
統
が
立
派
だ
っ
た
か
ら
、

落
ち
ぶ
れ
て
も
文
化
的
能
力
は
っ
ち
か
わ
れ
て
い
て
、
近
代
芸
術
に
つ
い
て
｀

こ
れ
を
咀
虐
し
、
わ
が
も
の
と
し
て
成
長
さ
せ
る
可
能
性
を
ど
ん
な
に
持
っ
て

い
る
か
、
こ
れ
を
一
堂
に
集
め
て
、
も
う
一
度
国
民
に
見
せ
て
、
勇
気
を
持
っ

て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
』

こ
う
し
て
、
昭
和
二
十
一
年
秋
、
第
一
回
の
芸
術
祭
は
、
敗
戦
に
訂
ち
ひ
し

が
れ
て
い
る
国
民
に
自
信
と
勇
気
と
希
望
を
も
っ
て
雄
々
し
く
立
ち
上
が
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
妍
念
し
て
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

今
日
出
海
氏
の
極
を
ま
い

い
耐
乏
生
活
の
中
に
め
ば
え
て
行
き
、

ち
砂
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

A

/

、

し
カ
ー
~

ミつ、
9

い
た
国
民
の
苦
し

以
来
一
回
も
休
む
こ
と
な
く
毎
年
統
け

演
の
形
で
実
施
，

。
全
国
民
俗
芸
能
大
会
が
は
じ
め
て
主
僅
公
禎
に
と
り
上
げ
ら
れ
た
。

。
こ
の
年
か
ら
芸
術
祭
祝
典
か
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

七
、
参
加
公
演
―
-
）

第
八
回
（
昭
和
二
十
八
年
）

c

は
じ
め
て
演
劇
開
太
’
お
よ
び
楽
曲
の
萎
集
が
行
．
な
わ
れ
た
。

賞
楽
曲
は
主
他
公
演
と
し
て
上
演
さ
れ
た
。

。
あ
ら
た
に
ど
1

ー
ド
部
門
が
設
け
ら
汎
た
。

一
三
二
）

第
九
回
（
昭
和
二
十
九
年
）

放
送
部
門
に
は
じ
め
て
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
参
加
。

公
演
―
二
六
）

（
主
催
公
演
一

第
六
回
（
昭
和
二
十
六
年
）

。
参
加
制
を
復
活
し
て
主
催
公
演
と
参
加
公
演
の
二
本
立
と
な
っ
た
。
こ
の
形

態
は
瑛
在
に
及
ん
で
い
る
。

。
授
賞
は
「
芸
術
祭
貨
一
と
「
芸
術
祭
奨
励
賞
」
の
二
璽
翠
と
定
め
ら
れ
た
。

第
七
回
（
昭
和
二
十
七
年
）

。
大
衆
芸
詣
郊
門
が
設
け
ら
九
た
。

。
民
間
放
送
が
参
加
し
、
放
送
部
門
（
ラ
ジ
オ
）
が
活
発
と
な
っ
た
。

公
演
八
、
参
加
公
演
八
三
）

（
主
催

入
賞
脚
本
、
入

（
主
催
公
演
―
一
、

参
加
公
演

〈
主
催
公
演
―
-
．
参
加

第
十
回
（
昭
和
三
十
年
）

。
芸
術
祭
十
周
年
を
記
念
し
て
「
歌
舞
伎
招
待
公
演
」
か
行
な
わ
れ
た
。

。
涼
劇
の
地
方
巡
回
公
演
が
は
じ
め
て
行
な
わ
れ
た
。
（
主
催
公
渡
―
―
―
-
、
参

加
公
朝
二
匡
四
）
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上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

こ
こ
で
芸
術
祭
の
犀
史
を
知
る
た
め
に
、
同
を
追
っ
て
そ
の
沿
革
を
た
ど
る

こ
と
に
す
る
。

第
一
回
（
昭
和
二
十
一
年
）

帝
刷
お
よ
び
東
劇
を
会
場
と
し
て
、
九
月
｀
，
十
月
の
二
か
月
に
わ
た
り
r

舞

楽
、
能
、
人
形
浄
培
英
涜
劇
、
歌
劇
、
音
楽
を
公
訊
仄
公
演
一

四）

第
二
回
（
昭
和
二
十
二
年
）

。
参
加
制
で
実
麓
す
な
わ
ち
「
九
月
、
十
月
、
十
一
月
の
間
に
東
京
祁
内
で

行
な
う
興
行
の
う
ち
、
芸
術
祭
執
行
委
員
会
が
適
当
と
認
め
た
も
の
を
芸
術

警
参
加
演
目
と
す
る
」
方
式
で
芸
術
祭
が
行
な
わ
れ
た
。

。
参
加
部
門
と
し
て
葬
楽
、
能
楽
、
人
形
浄
培
璃
、
演
劇
、
歌
劇
、
舞
踏
、
音

楽
の
七
部
門
が
定
め
ら
れ
た
。

。
優
秀
な
も
の
に
は
、
文
部
大
臣
賞
を
授
与
す
る
方
式
が
定
め
ら
れ
た
。
（
参

加
公
演
―
―
―
―
―
)

第
三
回
（
昭
和
二
十
三
年
）

映
両
と
放
送
の
二
部
門
が
増
え
た
。
（
参
加
公
演
―
―
―
五
）

第
四
回
（
昭
和
二
十
四
年
）

シ
ョ
ウ
か
は
じ
の
て
参
加
。
た
だ
し
、
大
衆
芸
詣
の
独
立
部
門
は
な
か
t・

た

の
で
、
便
宜
上
舞
踊
部
門
で
投
わ
虹
た
。
（
参
加
公
演
一
ハ
四
）

第
五
回
（
昭
和
二
十
五
年
）

。
は
じ
心
て
芸
術
祭
の
予
箕
か
六
百
万
円
計
上
さ
れ
た
。

。
こ
の
年
は
主
催
公
演
を
主
と
す
る
芸
術
祭
が
試
み
ら
九
た
。
す
な
わ
ち
映
画

お
よ
び
畝
送
に
よ
る
認
楽
以
外
は
従
来
の
参
加
公
洟
を
と
り
や
め
、
主
檻
公

第
十
一
回
（
昭
和
三
十
一
年
）

。
演
劇
の
ほ
か
音
楽
の
地
方
巡
回
公
演
が
行
な
わ
れ
た
。

。
「
芸
術
祭
外
国
映
固
コ
ン
ク
ー
ル
」
か
芸
術
祭
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ

こ。f
 

。
演
劇
部
門
て
は
、
主
隠
参
加
を
含
め
て
の
創
作
劇
コ
ン
ク
ー
刀
を
行
な
っ

た
。
（
主
僅
公
演
―
二
、
参
加
公
演
一
六
犀
）

第
十
二
回
（
昭
和
三
十
二
年
）

。
映
固
部
門
に
外
匿
映
面
認
よ
び
悲
罰
映
画
が
加
わ
っ
た
。
（
、
主
催
公
演
―
一
、

参
加
公
演
一
七
五
）

第
十
三
回
（
昭
和
三
十
三
年
）

。
外
国
映
直
の
参
加
制
を
と
り
や
め
た
。

。
主
催
公
演
「
映
画
の
藍
史
を
見
る
会
」
を
は
じ
め
て
地
方
上
演
し
た
。
以
来

今
日
ま
で
地
方
上
演
を
実
施
。
（
主
偏
公
演
一

0
、
参
加
公
演
二

0
三）

第
十
四
回
（
昭
和
三
十
匹
年
）

。
外
国
映
画
の
参
加
制
が
復
活
し
た

G

。
レ
コ
ー
ド
部
門
に
外
国
盤
が
参
加
し
た
。

。
放
送
部
門
が
「
ラ
ジ
オ
部
門
」
と
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
部
門
」
に
分
け
ら
れ
た
。

（
主
催
公
演
一
五
、
参
加
公
演
ニ
ニ
七
）

第
十
五
回
（
昭
和
―
―
―
十
五
年
）

。レ

n

ー
ド
部
門
の
外
国
盤
参
加
を
と
り
や
め
た
。
ま
た
国
内
盤
は
音
楽
ン
コ

ー
ド
の
み
と
し
、
軽
音
楽

r

流
行
歌
も
参
加
で
き
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。

（
主
催
公
演
一

0
、
参
加
公
演
二
五
ご

第
十
六
回
（
昭
和
―
―
―
十
六
年
）

3

音
楽
部
円
に
お
い
て
「
芸
術
祭
合
唱
曲
「
一
シ
ク
ー
ル
」
を
行
な
っ
た
。
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。

ラ

ジ

オ

ド

ラ

マ

、

テ

レ

ビ

ド

ラ

マ

い

、

．

又

選

作

品

を

主

催

公
演
と
し
て
放
送
し
た
。
（
主
催
公
油
一
三
、
参
加
公
演
二
六
八
）

第

十

七

回

（

昭

和

―

―

―

十

七

年

）

．

。
主
僅
公
演
の
一
環
と
し
て
地
方
交
糧
楽
団
の
育
成
を
は
か
る
た
め
「
三
市

（
京
都
・
群
馬
。
札
幌
）
合
同
交
彗
楽
団
特
別
演
羹
会
」
を
実
旅
。
（
主
催
公

演
二
嗅
参
加
公
演
二
五
七
）

第
十
八
回
（
昭
和
三
十
八
年
）

。
テ
レ
ビ
部
門
の
参
加
が
目
だ
っ
て
増
え
た
e

（
主
仙
公
演
一
四
、
参
加
公
演

ニ
八
六
）

第
十
九
回
（
昭
和
―
二
十
九
年
）

゜
璽
誓
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
開
倍
に
あ
た
り
、
芸
術
祭
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

芸
術
展
示
」
事
業
の
う
ち
「
伝
統
芸
能
の
戻
示
」
を
兼
ね
る
主
偏
公
漬
と
し

て
能
楽
雅
楽
、
歌
舞
伎
、
古
典
舞
踊
、
文
楽
、
全
国
民
俗
芸
能
大
会
を
実

施
し
た
。

•
こ
の
年
か
ら
地
方
主
催
公
演
を
本
格
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
（
瀕

劇
、
音
楽
、
映
画
）
c

。
テ
レ
ビ
部
門
の
中
で
「
ド
ラ
マ
」
と
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
を
分
け
る
こ

と
に
し
た
。
（
主
催
公
演
二

0
、
参
加
公
演
二
八
二
）

第
二
十
回
（
昭
和
四
十
年
）

。
芸
術
祭
二
十
年
を
迎
え
、
こ
礼
を
記
念
し
て
一
芸
噌
祭
祝
典
」
に
常
替
宮
、

同
妃
殿
下
を
お
迎
え
し
お
言
葉
を
賜
わ
っ
た
。
（
主
催
公
演
一
八
、
参
加
公

演
二
五
ぎ

第
二
十
一
回
（
昭
和
四
十
二
砂
'
'
)

芸
能
音
門
を
一
部
と
二
稀
に
分
け
、
芦
詔
、
詢
飯
、

野
は
ほ
と
ん
ど
包
含
さ
れ
て
い
る

g

ま
た
、
芸
術
祭
を
実
施
す
る
た
め
に
、
毎
年
度
約
百
八
十
名
の
民
間
の
学
識

経
験
者
、
評
諭
家
よ
り
な
る
文
部
省
芸
術
祭
戟
行
委
員
会
を
忍
織
し
、
名
実
と

も
に
官
民
協
力
の
態
勢
で
遮
営
し
て
き
て
い
る
。

芸
術
祭
に
参
加
す
る
芸
術
家
、
芸
術
団
体
も
年
々
増
加
し
て
捻
り
、
こ
の
点

か
ら
い
わ
せ
て
も
ら
え
れ
ば
芸
術
祭
は
峰
盛
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
と
も
い

え
る
（
年
度
別
主
催
公
演
、
参
加
公
演
数
参
照
）
。

し
か
し
、
反
面
、
芸
術
祭
の
現
状
は
、
ま
だ
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る

こ
と
は
否
定
で
ぎ
な
い
事
実
で
あ
り
、
ま
た
多
く
の
批
判
が
あ
る
こ
と
も
よ
く

承
知
し
て
い
る
。

そ
の
批
判
の
主
な
も
の
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
る
と
、

1

発
足
当
初
の
趣
旨
と
変
わ
っ
て
き
た
。

2
総
花
的
で
あ
る
。
テ
ー
マ
を
し
ぼ
れ
。

3
文
化
向
上
の
た
め
の
お
祭
り
で
あ
っ
た
芸
術
祭
が
国
家
的
な
権
威
を
持
ち

出
し
た
。

4

大
衆
に
遊
離
し
て
い
る
。

5
新
人
の
参
加
に
か
な
り
厳
し
い
制
限
が
あ
っ
て
参
加
す
る
こ
と
の
自
由
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
。

6

予
算
を
と
っ
て
自
主
公
演
を
や
れ
。

7

地
方
の
芸
術
家
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
芸
術
祭
に
す
べ
き
だ
。

8

参
加
作
品
が
多
す
ぎ
て
審
査
委
員
が
全
部
の
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

、。＞
 ，

 
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
に
見
ら
れ
る
批
判
の
一
っ
―
つ
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
紙
面
の
余
裕

（
備
考
）
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シ
ョ

I、

大
衆
芸
能
と
レ
ビ
ュ
ー
、

区
別
し
た
。

。
参
加
公
演
の
増
加
に
伴
い
、
申
込
受
付
朗
日
を
従
来
よ
り
繰
り
上
げ
た
。
（
主

伯
公
演
一
七
、
参
加
公
演
三

0
二）

第
二
十
二
回
（
昭
和
四
十
二
年
）
~

e

参
加
公
演
の
増
加
に
伴
い
、
参
加
申
込
作
品
の
審
査
に
あ
た
っ
て
は
厳
選
主

義
の
方
針
を
と
る
と
と
も
に
、
参
加
申
込
の
期
日
を
従
来
よ
り
さ
ら
に
続
り

上
げ
た
。
（
主
倍
公
演
二

0
、
参
加
公
滸
二
八
五
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
の
外
来
芸
能
と
を

芸
術
祭
の
現
状
と
今
後
の
問
題

芸
術
祭
は
、
発
足
当
時
、
敗
戟
と
い
う
特
殊
な
亭
情
の
中
で
、
日
本
文
化
を

芸
能
を
遁
じ
て
宣
掲
し
、
国
民
に
自
信
と
勇
気
を
与
え
よ
う
と
い
う
、
い
わ
ば

国
民
を
鼓
舞
し
、
明
日
へ
の
再
建
の
力
を
養
う
た
め
に
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
芸
術
祭
も
そ
の
後
、
時
代
と
と
も

に
変
遷
し
、
現
在
の
芸
術
祭
の
趣
旨
は
「
す
ぐ
れ
た
作
品
の
公
演
発
表
を
促
し

て
芸
術
の
創
造
と
進
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
そ
れ
ら
す
ぐ
れ
た

作
品
の
公
開
に
よ
り
、
芸
術
鑑
賞
の
様
遮
を
醸
成
し
、
国
民
の
文
化
の
向
上
を

、
、
、
、

は
か
る
」
と
開
悩
要
網
に
あ
り

[
9

国
民
文
化
の
向
上
の
た
め
に
、
「
芸
術
家
に

、
、
、

ヽ

f

対
し
て
す
ぐ
れ
た
作
品
の
創
作
活
動
を
促
進
す
る
」
こ
と
、
お
よ
び
「
一
般
大

、
、
、

f

.

`

f

r

、、

f

ヽ

ヽ

r

r

衆
に
対
し
て
す
ぐ
れ
た
作
品
を
鑑
賞
さ
せ
る
殴
会
を
作
る
」
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
る

C

ま
た
、
部
門
｀
も
当
初
、
演
詞
音
楽
、
舞
踊
、
古
成
芸
術
で
あ
っ
た
の
が
、

今
で
覧
潔
薗
、
音
楽
、
痺
踊
、
能
楽
、
映
両
、
ラ
ジ
オ
、
テ
い
ど
、
レ

n
1
'

ド
、
大
衆
芸
詑
、
民
俗
芸
能
と
十
部
門
に
広
が
り
、
い
わ
ゆ
る
芸
能
と
い
う
分
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は
な
い
が
、
な
る
ほ
ど
現
在
の
芸
術
祭
に
は
、
古
い
芸
術
の
伝
統
を
正
す
と
い

っ
た
芸
術
祭
発
足
当
初
の
き
び
し
さ
は
失
わ
れ
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
芸

術
祭
の
性
格
が
今
日
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
芸
術
祭
も

聾
す
る
こ
と
な
く
時
代
と
と
も
に
歩
ん
で
い
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
ま
た
芸
術
祭
が
総
花
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
芸
能
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
を
包
含
し
て
い
る
現
在
の
芸
術
祭
は
、
芸
能
界
の
ほ
と
ん
ど
の
分
野
に

わ
た
っ
て
そ
の
門
を
開
き
、
参
加
し
得
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
他
国
の
い
か

な
る
フ

H

ス
テ
ィ
バ
ル
あ
る
い
は
こ
れ
に
類
似
す
る
行
事
に
も
見
ら
れ
な
い
多
，

彩
な
も
の
で
あ
る
。
諸
外
国
の
例
に
見
る
よ
う
に
音
楽
祭
、
演
劇
祭
と
分
野
を

限
定
す
る
こ
と
な
く
、
芸
能
各
界
の
祭
典
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
日
本
の
芸
術

祭
の
意
義
と
特
色
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

わ
れ
わ
れ
が
現
在
の
芸
術
祭
で
、
反
省
し
、
今
後
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
点
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
る
と
、
現
在
の
運
営
形
態
で
は
地
方
の
芸
術
家

の
参
加
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
地
方
の
芸
術
家
の
参
加
は
、

現
在
地
方
局
で
放
送
さ
れ
る
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
参
加
を
除
い
て
は
、
東
京
に

来
て
公
演
す
る
ほ
か
参
加
の
道
が
な
い
。
参
加
作
品
を
審
査
す
る
建
前
に
あ
る

現
行
の
制
度
で
は
公
演
場
所
を
東
京
都
内
に
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
で
あ

る。
次
に
、
参
加
公
演
が
年
々
増
え
て
き
て
い
る
が
、
審
査
委
員
に
は
審
査
の
限

界
が
あ
り
、
同
一
日
時
に
同
一
部
門
の
公
演
が
二
つ
以
上
重
な
る
場
合
に
は
、

審
査
の
都
合
上
、
一
つ
に
絞
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
今

年
か
ら
参
加
申
込
み
の
受
付
を
従
来
よ
り
一
か
月
繰
上
げ
、
公
演
日
時
の
調
整

を
は
か
る
こ
と
に
し
た
が
、
都
内
の
ホ
ー
ル
難
は
深
刻
な
も
の
が
あ
り
、
直
ち

で
き
た
い
場
合
が
多
く
、
抜
本
的
な
解
決
策
と
は
い
い
が
た

（
文
化
局
芸
術
課
長
）

A

C

 次
に
芸
術
祭
は
主
催
公
演
と
参
加
公
演
の
二
本
立
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
主

催
公
演
は
本
来
主
催
者
た
る
文
部
省
芸
術
祭
執
行
委
員
会
が
企
画
し
、
公
演
す

る
こ
と
が
理
想
の
形
で
あ
り
、
そ
れ
が
芸
術
祭
の
中
心
と
な
る
べ
き
で
あ
る

が
、
こ
の
理
想
の
実
現
に
は
多
額
の
経
費
を
要
し
、
現
在
二
、
三
の
主
催
公
演

を
除
い
て
、
、
ほ
と
ん
ど
の
主
催
公
演
は
い
わ
ゆ
る
便
乗
公
演
の
形
に
な
っ
て
い

る
。
主
催
公
演
と
名
の
つ
く
以
上
、
国
が
創
作
お
よ
び
公
演
に
か
か
わ
る
経
費

を
支
出
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
芸
能
界
の
総
力
を
結
集
し
て
国
の
芸
術
祭
の

場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
も
の
を
企
画
し
、
公
演
す
べ
き
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
夢
の
実
現
を
来
年
度
の
芸
術
祭
に
か
け
て
い
る
。
来
年
の

芸
術
祭
の
構
想
は
、
政
府
が
実
施
す
る
明
治
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

明
治
百
年
記
念
芸
術
祭
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
こ
の
芸
術
祭
の
主
催
公

演
と
し
て
演
劇
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
邦
楽
の
創
作
公
演
を
実
施
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
創
作
委
嘱
費
二
百
八
十
二
万
円
が
本
年
度
の
予
算
に
計
上
さ
れ

た
。
来
年
度
は
、
こ
れ
を
中
央
お
よ
び
地
方
で
公
演
す
る
経
費
を
予
算
要
求
中

で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
明
治
百
年
記
念
芸
術
祭
特
別
公
演
と
し
て
、
ア
ジ
ア

各
国
よ
り
代
表
的
な
民
族
芸
能
団
を
招
へ
い
し
て
『
ア
ジ
ア
民
族
芸
能
祭
』
を

開
催
し
、
芸
能
を
通
し
て
ア
ジ
ア
の
国
際
親
善
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い

る。
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闘
緬
集
後
記
闊

▽
文
部
告
に
沿
っ
た
い
ち
ょ
う
並
木

も
、
今
や
黄
金
色
に
染
ま
り
、
落
葉
が

街
路
を
い
ろ
ど
り
、
汚
れ
た
東
京
を
一

瞬
忘
れ
さ
せ
る
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
秋

は
芸
術
e

文
化
の
シ
ー
ズ
ン
と
い
う
こ

と
で
、
本
臣
は
、
芸
術
・
文
化
の
問
題

を
特
集
い
た
し
ま
し
た
。

▽
文
化
の
目
を
中
心
に
、
全
国
的
に
偏

さ
れ
て
い
る
芸
術
祭
、
文
化
祭
等
の
行

事
や
そ
の
活
動
は
年
＂
ぺ
多
彩
に
ー
な
り
、

ま
た
、
は
で
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

▽
民
族
の
レ
ベ
炉
測
定
の
指
様
炉
そ
の

刷
つ
文
化
度
で
あ
り
、
芸
術
へ
の
関
心

の
高
さ
で
あ
る
と
す
れ
ば

f

今
日
の
よ

う
注
一
見
は
な
や
か
に
さ
え
が
え
る

化
・
芸
術
活
動
に
、
ど
の
よ
う
な
問
題

点
が
』
巧
り
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
方
策
を
た
て
て
ゆ
く
べ
き
か
に
つ
い

て
p

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
類
に

き
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う

C

▽
ま
デ
、
巻
頭
で
は
、
浦
訟
佐
美
太
郎

先
生
に
、
日
本
文
化
に
つ
い
て
、
ひ
ろ

い
視
野
か
ら
論
述
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
有
益
な
示
唆
炉
与
え
ら
れ
て
い
る

も
の
と
忌
い
ま
す
。
つ
づ
い
て
、
音

楽
、
美
術
、
演
劇
の
各
専
門
の
方
々
な

ら
び
に
国
立
閲
場
浬
事
長
、
文
化
局
長

に
お
築
ま
り
い
た
だ
き
、
底
談
会
を
開

き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
楊
か
ら
芸

術
文
化
の
振
興
に
対
ず
る
要
請
に
つ
い

て
縦
横
に
論
じ
あ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で

P

こ
こ
か
ら
多
く
の
考
え
る
村

料
と
今
後
の
わ
が
国
に
装
け
る
芸
術
文

化
振
興
の
よ
り
よ
い
方
向
を
さ
し
示
し

て
い
た
だ
け
た
忌
の
と
思
い
ま
す
。
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